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会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和５年度 第１回所沢市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時 令和５年７月２６日（水） 午後 2時 00分から午後 4時 00分まで 

開 催 場 所 所沢市東部クリーンセンター ２階会議室 

出 席 者 の 氏 名 審議会委員 

山谷 修作、秋元 智子、河合 一広、尾崎 範子、宮髙 隆、 

木下 公次、髙橋 秀世、澁谷 正則、坂根 裕子、平山 順子、 

松尾 恵 

欠 席 者 の 氏 名 鈴木 克彦、神藤 年三、柿木 薫 

議 題 （１）ごみ処理の現状について 

（２）東部クリーンセンターのごみ処理について 

（３）その他 

 

会 議 資 料 

【次 第】 

（１）資料１：委員名簿 

（２）資料２：ごみ処理の現状について 

（３）参考資料１：近隣自治体のごみ量推移等 

（４）参考資料２：令和４年度審議会のご意見・ご提案 

担 当 部 課 名 環境ｸﾘｰﾝ部長 安藤 善雄   環境ｸﾘｰﾝ部次長 市川 勝也 

 

資源循環推進課 

 課 長 山屋 貴裕   主 幹 田島 幸雄 

 主 査 飯塚 健    主 査 風間 晴夫 

 主 任 山岡 翔        渡辺 尚子 

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ所長   大館 正 

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ主幹   吉田 孝之 

西部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ所長   池田 康徳 

収集管理事務所長   斎藤 洋一 

収集管理事務所主幹  古瀬 力 

電話  環境ｸﾘｰﾝ部資源循環推進課 04-2998-9146 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

司会 定刻となりましたので、ただ今から、「令和５年度第１回所沢市廃棄物減量

等推進審議会」を開会いたします。 出席委員が過半数に達し、会議が成立し

ていることをご報告いたします。 

鈴木委員、神藤委員、柿木委員は、本日欠席となっております。 

議事に入ります前に、事務局の職員に人事異動がございましたので、紹介さ

せていただきます。（事務局職員の紹介） 

それではこれから議事に入らせていただくにあたり、進行につきましては、

審議会条例に基づき、山谷会長にお願いいたします。 

 

会長 委員の皆様におかれましては、お忙しい中ご出席いただきましてありがとう

ございます。本日も円滑な進行にご協力をお願いいたします。 

 

事務局 傍聴者の報告が行われた。（傍聴者３名入室） 

配布資料の確認が行われた。 

 

会長 議事の（１）について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 資料２「ごみ処理の現状について」の説明が行われた。 

参考資料１「近隣自治体のごみ量推移等」の説明が行われた。 

参考資料２「令和４年度審議会のご意見・ご提案」の説明が行われた。 

 

施設見学後に、意見交換の時間を設けますので、その際に資料や施設見学に

関してご意見・ご質問等をいただければと思います。 

 

会長 それでは、議事の（２）、東部クリーンセンターの施設見学に移りたいと思

います。皆様ご準備をお願いいたします。 

 

  

東部クリーンセンター施設見学が行われた。 

 

会長 先ほど事務局から説明のあった資料または施設見学について、ご質問やご意

見等はありますでしょうか。 

 

委員 ごみ処理の現状について、良いデータだと思います。一方、人口が減らない

中でごみが減っていますが、この状況について所沢市はどう分析しているので

しょうか。 
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事務局 人口が減らない中でごみが減っているのは、コロナの影響が大きいものと考

えています。 

今後、一般廃棄物処理基本計画を作成するにあたっては、コロナ禍前の数値

を使って計画をつくることも一つの方法としてあると考えますが、現在の状態

が続くのであれば、コロナ禍の状態も踏まえる必要があるものと考えていま

す。 

 

委員 コロナがきっかけで、ごみの関心度も高くなっているのではないでしょう

か。コロナが落ち着いてきてリバウンドしてきてもいいような状況であるの

に、人口が減っていない中、ごみはゆっくり減少しているということは、分別・

リサイクルに多くの目が向けられているのではないでしょうか。 

この機会をうまく活用していくのか、今後の状況を見据えるのか、市として

の考えはいかがでしょうか。 

 

事務局 総ごみ量は下がっている状況ではありますが、正確に分析することは難しい

と考えています。 

事業系ごみについてですが、所沢市は他市と比較して減少率が大きいといえ

ます。事業系ごみの減少と総ごみ量の減少は同じような動きを示しており、事

業系ごみが全体のごみ量に影響を与えていると推測されます。また、家庭系の

燃やせるごみについても、多少動きの違いはあるものの減少しています。 

事業系のごみはコロナの影響で飲食店等のごみが減っていることが考えら

れますが、家庭系の燃やせるごみについては、委員のおっしゃる通り、環境に

対する意識が高まっているものと思われます。 

昨今、大きく取り上げられている SDGｓにおいて、すぐに思いつかれるのが

環境ですので、環境に対する意識というのは非常に高まっており、所沢市も早

い段階から分別を細かくしています。そういうところが結びついてごみの減量

に影響しているものと推測しております。 

 

会長 事業系のごみは令和２年度に大きく減少し、その後は増加していくのが一般

的ですが、所沢市の場合は減少が続いています。事業系ごみが減っていくのは

いいのですが、事業活動の裏返しでもありますので、何か実態として、所沢市

内で大きなショッピングセンターなどが退店したなどのケースはありますか。 

 

事務局 今後の話にはなりますが、所沢駅の車両基地の跡地に大きな商業施設が作ら

れており、来年の秋にオープンする予定です。また、市内の区画整理を行って

いるところでは大きなスーパーが開店する予定であり、今後、事業系のごみに

影響を及ぼす可能性があります。 
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委員 集団資源回収については、市の方針として増やしていきたいということでし

ょうか。また、資源回収を行うには自治体の回収が最もメリットがあるという

ことでしょうか。 

 

事務局 集団資源回収の量は全体の資源化量の多くを占めておりますので、集団資源

回収の実施団体が増えると資源化率も上がります。 

 

委員 普段は施設に来て、ごみを搬入するところまでしか見たことがありませんで

したが、自分がごみを捨てた後どう処理されているかを知ってもらうことでご

みの減量につながると思いました。 

 

委員 現在は公共料金も値上がりし、事業系ごみもｋｇ単価が上がっていますが、

将来的に、事業系のごみを削減することによるポイント制度など、計画に盛り

込むことは可能なのでしょうか。 

ごみ処理にかかる費用は事業所としても大きいため、ポイント制などがあれ

ば、事業者がごみを削減するきっかけになると思います。 

 

事務局 事業系ごみの削減については、事業者に対してできるだけリサイクルするこ

とをお願いしているのが現状です。 

ごみを減らすためのインセンティブについては今後の課題かと思いますが、

現在はポイント制度については考えておりません。 

 

会長 事業者が清掃工場に持って行くごみの中には、多くの紙類が含まれていま

す。例えば学校のごみ組成を調べた自治体では、新聞、段ボール、雑誌、ＯＡ

紙などのリサイクルできる紙が多く含まれていたそうです。 

数年前は必ず可燃ごみとして出されていたものも、今は多くのリサイクル業

者がシュレッダーされたものでもリサイクルしています。 

シュレッダーを含め、分別すれば相当ごみが減らせるということは事業者に

とってメリットになりますので、こうしたことを行政から助言することが必要

かと思います。 

 

委員 集団資源回収について、少子化によって子供会の組織がなくなりつつあり、

高齢化により自治会が継続できず解散しているところもあります。 

ピークに比べると昨年は約 20％も減少しているので、環境推進員連絡協議

会でもこの問題を取り上げ、改善していきたいと思います。 
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事務局 集団資源回収を行う団体の減少については、自治会・町内会自体が活動をや

めてしまうことが昨今増えています。集団資源回収は団体にもメリットがあり

ますので良い仕組みかと思いますが、担い手不足は簡単に解決ができないこと

だと考えております。団体数の減少について今後どうしていくのか、考えてい

かなければならない問題だと思います。 

 

会長 集団回収の量はどこの自治体でも経年で減少しています。減少率の高いとこ

ろでは半減しているところもあります。これは回収活動を行う団体の高齢化が

進んでいることやコロナの影響、新聞の購読数が大きく減少していることがあ

ります。また、民間が古紙をはじめとした資源回収にかなり力を入れており、

新聞販売店が古紙回収を行っているケースもあります。スーパーでも紙パック

やトレイの他に古紙の回収するところが増えており、そのようなことが影響し

ているかもしれません。しかしながら、集団資源回収は高品質であることやコ

ミュニティ意識の醸成、子供のリサイクル意識の醸成など様々な良い面があり

ますし、行政の経費節減にもつながることから、集団資源回収を維持していく

ことが重要かと思います。 

 

会長 議事の（３）について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 本日は、非常に暑い中お集まりいただき、また、施設見学も大変お疲れ様で

した。意見交換では様々なご意見をいただき誠にありがとうございます。 

本日は所沢市のごみ処理の現状を、東部クリーンセンターのごみ処理の現場

を含め、改めてご確認いただく機会とさせていただきました。 

次回の審議会では、一般廃棄物処理基本計画の内容についてご審議をいただ

きたいと考えております。その際には、本日見ていただいたごみ処理の現状や

お示しした資料も振り返っていただき、ご審議いただければと思います。 

また、本日いただいたご意見も事務局案を作成する上で参考にさせていただ

きます。 

 

司会 今後の審議会の日程についてご案内いたします。 

第２回の審議会は、８月１７日（木）午前１０時から市役所本庁舎で開催予

定です。 

第３回以降については、後日、日程調整いたします。 

 

会長 以上で本日の議事はすべて終了しました。締めのご挨拶を秋元副会長にお願

いできればと思います。 
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副会長 皆様、本日は暑い中大変お疲れ様でした。今日は清掃工場の中を見学させて

いただき、作業場も快適になっていると感じました。 

コロナが収束しているということですが、私の周りでは在宅ワークをしてい

る方がたくさんいまして、ライフスタイルは少しずつ変わっているのではない

かと思います。 

今後どのようにライフスタイルのトレンドが進むのか読めませんが、物価の

高騰もあって買い控えが起こっていると思いますので、しばらくはごみの減少

は続くのではないでしょうか。 

若い世帯や若者は環境に対して不安を抱いているというアンケート結果も

ありますので、ちゃんとした情報の伝達を行い、ごみの減量や二酸化炭素の削

減といったものを進めて行くことが重要だと思います。 

ぜひ自治会や若者に対して啓発を強めていただきたいと思います。 

本日はありがとうございました。 

 

会長 それでは、事務局にお返しします。 

 

司会 本日はお忙しい中ご審議いただきありがとうございました。これにて、本日

の審議会を閉会とさせていただきます。 

 

 


